
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

震災後５年目の岩手国体であったため、強化予算も半減されため目標は８位以内入賞に引き下げら r

田、しかし結果として総合２位。具体的な例をあげながらの苦労話に聞き入った。フェンシングついて

も触れていた。 

≪印象に残った話≫ 

・選手の招聘について、民間・公務員の採用はあった。岩手に根付いて、その後も指導者と暮らしてほ 

しいという観点を大事にしたが、うまくいかなかったケースも少なくない。県外選手の獲得について 

は、タイミング。早くても遅くても良くない。厳しい冬を越せるかということも意外と北国では課題。 

・ターゲットエイジの選手の発掘が大変。地道に体験会を実施し勧誘した。ある種目では、国体数年前 

に少年男女の監督を決め、アドバイザーコーチを貼り付けた。良いコーチに出会えば指導力で選手は 

伸びる。（ビデオ撮影。通常の練習もコーチの指導方法を踏襲）。とにかく競技人口が少ないので、小 

中高、必ず合同で練習・合宿をして、競技力の向上を目指した。 

オンライン講義。スポーツ

ガバナンスウエブに団体

登録し、自己説明・公表を

行ってくださいとのこと。

いずれ都道府県の補助金

申請においても、必須条件

になる可能性があるとの

こと。 

この手の講習会は、いつも

だといびきをかいて寝て

いる人もいるのですが、全

員真剣に聞いていました。

三ケ田氏は岩手県出身、東

奥義塾→明治大学。ノルデ

ィック複合団体金メダリ

スト。お人柄も良く、話も

理路整然。 

検討課題の３事業につい

ての資料をPDFにして、

添付します。 


